


















研究目的

　幼児初期において身体発育,精神発達のチェックを行い,心身障害の進行を防

止するとともに,生活習慣の自立等の育児に関する指導をめざす 1 才 6 ヵ月児

健康診査事業が昭和 52 年度から姶まったが,市町村における具体的実施にあた

っては種々の間題点がある。そこで本研究は 1 才 6 ヵ月児健診を効果的,能率

的に実施するための改善試案を考案し,これを会津若松市における 1 才 6 か月

児健診を利用して実施し,従来の方式と比較し,その妥当性を検討することによ

り効果的,能率的な健診のための資料を得ることを目的とした。なお,今年度検

討した主な点は①健診 1回当りの対象人員について,②受診前質問票について,

③健診票及びフォローアップの基準についてである。


